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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、特有の電子状態を持つナノ物質を創製し、パルス状態を操作した高強度レーザーでナノ物

質の電子の運動を精密制御することにより、新しい特性を活かしたフォトニクスの分野の開拓を目指

すものである。 

（意見等） 

安定な励起光源と特色ある分光法を開発・構築し、特徴的な物質（2次元系、エネルギー反撥、離散

性を生み出すナノ粒子、スピン軌道相互作用の強い Pb 含有ペロブスカイト系など）において、新規の

強電場光学現象を発見している。論文等による研究成果の発信も適切になされており、研究は順調に推

進している。本研究費で雇用された若手研究者による成果も着実に得られている。今後、対称性が破れ

たトポロジー物質など新しいナノ物質構造と強電場との非線形光学特性との相関やその物理的メカニ

ズム解明等の深化により、強電場フォトニクスの学理が構築されることを期待する。 

 


